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長
寿
医
療
制
度
（後
期
高
齢
者
医
療
制
度
） 

 
 
 
 
 
 

が
始
ま
り
ま
し
た 

 

75
歳
以
上
の
方
と
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一

定
以
上
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（任
意
加
入
）

が
加
入
す
る
新
し
い
医
療
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
運
営
は
、「東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」が
行
い
ま
す
。 

 

◎
長
寿
医
療
制
度
と
呼
び
ま
す 

「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」は
、
長
年
、
社
会
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
医
療
費
を
国
民
み
ん

な
で
支
え
、
国
民
み
ん
な
が
長
寿
を
喜
ぶ
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
今
後
「
長
寿
医
療
制
度
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
（こ
れ
に
よ
り
、
保
険

証
の
標
記
等
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

 

◎
保
険
診
療
受
診
時
の
個
人
負
担
に
つ
い
て 

保
険
証
に
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
負

担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（１
割
ま
た
は
３

割
）こ
の
負
担
割
合
は
、
平
成
20
年
度
の
住
民
税

課
税
所
得
等
に
よ
り
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

再
判
定
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

◎
今
後
新
た
に
75
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
日
の
日
か

ら
の
加
入
と
な
り
ま
す 

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
75
歳
に
な
る
方
は
、

誕
生
日
ま
で
に
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
医
療

を
受
け
る
と
き
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
必
ず
保
険

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
被
用
者
保
険
の
加
入
者
は
、
長
寿
医
療

制
度
の
加
入
の
日
で
被
用
者
保
険
を
脱
退
（家
族

の
場
合
は
変
更
）し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の

で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
現

在
ご
加
入
の
保
険
の
担
当
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

◎
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
（特
別
徴
収
） 

高
齢
者
の
皆
様
に
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
な
ど
の
手
間
を
お
掛
け
し
な
い

た
め
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
徴
収
の
た
め
の
行
政

の
コ
ス
ト
を
省
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

【
小
笠
原
村
で
は
】 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
が
可

能
と
な
る
の
は
10
月
以
降
（予
定
※
）で
す
。
そ
れ

ま
で
は
個
別
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
納

期
限
ま
で
に
村
の
窓
口
な
ど
か
ら
納
付
（普
通
徴

収
）を
お
願
い
し
ま
す
。 

７
月
下
旬
か
ら
８
月
初
旬
に
、
保
険
料
の
「賦

課
決
定
通
知
書
」お
よ
び
「納
付
通
知
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
普
通
徴
収
で
は
今
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
料
や
村
税
な
ど
と
同
様
に
、
ご
指
定
の
口
座
か

ら
の
自
動
引
き
落
と
し
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（ご
利
用
に
は
、ご
自
身
の
口
座
を
開
設
し
て
い
る

金
融
機
関
等
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
） 

※ 

保
険
料
の
特
別
徴
収
が
可
能
に
な
り
次
第
、
「特
別

徴
収
開
始
通
知
」が
送
付
さ
れ
、
保
険
料
の
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
（受
給
す
る
年
金
が
一
定
金
額
以

下
の
場
合
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

険
料
を
合
算
し
た
額
が
支
給
年
金
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
、
年
度
の
途
中
で
転
出
・
転
入
な
ど
の
異

動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。
） 

 ◎
保
険
料
の
支
払
い
方
法
の
違
い
に
つ
い
て 

年
金
が
支
給
さ
れ
る
際
に
差
し
引
か
れ
る
「特

別
徴
収
」ま
た
は
、
納
付
書
に
よ
り
自
ら
納
め
る

「普
通
徴
収
」の
支
払
い
方
法
の
違
い
で
、
お
支
払

い
い
た
だ
く
保
険
料
額
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
例
】
年
間
（年
度
ご
と
に
賦
課
さ
れ
ま
す
）４
万
円

の
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
方
の
場
合 

《
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
場
合
》 

８
月
に
は
納
付
書
に
よ
り
１
万
円
を
お
支

払
い
た
だ
き
、
10
月
、
12
月
、
翌
年
の
２
月

に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
１
万
円
づ
つ
天
引

き
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
１
年
間
の
保
険
料
が

完
納
と
な
り
ま
す
。 

《
特
別
徴
収
と
な
ら
な
い

．
．
．
．
場
合
》 

８
月
、
10
月
、
12
月
、
翌
年
の
２
月
に
、

納
付
書
に
よ
り
１
万
円
づ
つ
お
支
払
い
た
だ

き
、
平
成
20
年
度
の
１
年
間
の
保
険
料
が
完
納

と
な
り
ま
す
。 

◆
「広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

「
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。制
度
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
電
話
の
場
合
、
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
、
一
時
的
に
か
か
り
に
く
く
な
る
と
き

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
開
設
日
時
】
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
電

 

話
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

（
ハ
ロ
ー
コ
ウ
イ
キ
） 

【
Ｆ

Ａ

Ｘ
】
０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

（
ハ
ロ
ー
75
） 

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】call@

tokyo-kouikicenter.jp 
 

※
個
人
情
報
や
政
策
判
断
を
伴
う
内
容
な
ど
に 

は
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成 

 

の
制
度
拡
大 

  

18
歳
未
満
の
気
管
支
ぜ
ん
息
な
ど
４
疾
患
に
つ

い
て
は
、
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
都
の
医
療
費
助
成

（認
定
を
受
け
た
疾
患
に
係
る
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、本
年
８
月
か

ら
、
気
管
支
ぜ
ん
息
の
対
象
年
齢
が
全
年
齢
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。
新
た
に
対
象
と
な
る
の
は
、
18
歳
以
上

で
、
次
の
４
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。 

 

①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に
住
所
を
有
す
る 

こ
と 

 

②
現
に
気
管
支
ぜ
ん
息
に
り
患
し
て
い
る
こ
と 

 

③
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

 

④
申
請
日
以
降
喫
煙
し
な
い
こ
と 

【
助
成
開
始
日
】
平
成
20
年
８
月
１
日 

【
事
前
申
請
受
付
】
平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
村
民

課
福
祉
係
お
よ
び
母
島
支
所
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。
必
要
書
類
は
、
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/25現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

３月気象状況    （父島）

最高気温   23.6℃ 

最低気温   12.7℃ 

平均気温   18.8℃ 

平均湿度   74％ 

月降水量   96.0mm

住民基本台帳登録者数（4/1）    

             2,358人 

             父島      母島    

  人口      1,917人   441人 

  世帯      1,024    235  
短期滞在者     18人      4人 

ＮＯ．５３８ 
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お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格 

 
 
 
 

変
動
調
整
金
緊
急
補
助
金 

  

４
月
か
ら
お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
運
賃
に
燃
料
油

価
格
変
動
調
整
金
が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
で

は
村
民
の
み
な
さ
ま
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
補
助

金
の
支
給
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

補
助
事
業
の
要
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ご
確
認
の
上
、
対
象
と
な
る
方
は
申
請
手
続
き
を 

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
事
業
名
】
お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
緊
急
補
助
金 

【
補
助
対
象
】
島
民
割
引
お
よ
び
島
民
割
引
以
外
の

割
引
（「入
院
・
通
院
の
た
め
の
高
齢
者
運
賃
割

引
」、「
身
体
障
害
者
割
引
」
な
ど
）に
よ
る
往

復
乗
船
券
購
入
者 

【
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

．
．
．
．
方
】 

 

○
官
公
署
お
よ
び
公
的
補
助
を
受
け
て
い
る
補
助

団
体
等
か
ら
旅
費
が
支
給
さ
れ
る
出
張
者 

 

○
旅
費
に
対
し
直
接
公
的
補
助
ま
た
は
助
成
を
受

け
て
い
る
方
（遠
征
費
な
ど
の
補
助
を
受
け
て

い
る
方
） 

【
補
助
金
額
】 

 

《
島
民
割
引
利
用
者
》 

１
往
復
に
つ
き
大
人 

 

２
千
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ど
も 

１
千
円 

 

《
島
民
割
引
以
外
の
割
引
利
用
者
》 

 
 
 

１
往
復
に
つ
き 

 
 
 

１
千
円 

 

※
た
だ
し
、
調
整
金
額
の
推
移
に
よ
り
見
直
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

【
補
助
期
間
】
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
に
往
復
す
る
場
合
と
し
ま
す
。 

【
補
助
金
支
給
方
法
】 

①
帰
島
す
る
際
、
東
京
竹
芝
桟
橋
の
乗
船
券
引
き

換
え
窓
口
で
、
小
笠
原
海
運
か
ら
人
名
票
と
一

緒
に
乗
船
証
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。
（
氏
名

欄
は
自
署
し
て
く
だ
さ
い
。） 

②
帰
島
後
、
乗
船
証
明
書
発
行
日
か
ら
１
か
月
以

内
に
、
村
役
場
総
務
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
乗

船
証
明
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
要
件
等
を
確
認
次
第
、

そ
の
場
で
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。 

【
注
意
点
】 

○
乗
船
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
、
再
発
行
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
申
請
手
続
き
は
本
人
も
し
く
は
同
一
世
帯
の
家

族
の
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
程
】
６
月
12
日
（木
）
午
後
９
時 

父
島
発 

13
日
（金
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

  
 

  
 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

14
日
（土
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

午
後
５
時  

硫
黄
島
発 

15
日
（日
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
、
必

ず
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（父
島
〜
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
12
日
午
前
９
時
30

分
母
島
発
の
ゆ
り
丸
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
15
日
の
帰
り
の
便
は
、
各
自

の
負
担
で
す
。 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

以
上
の
方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自

ら
の
健
康
管
理
の
で
き
る
方 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島

事
業
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
で
、
且
つ
村
で

の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（木
）〜
９
日
（金
） 

【
申
込
窓
口
】
村
役
場
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
費
用
】
３
万
円
（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
日
時
の
変
更 

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
伴
い

５
月
よ
り
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
お
よ
び
定
休

日
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。 

【
利
用
時
間
】
午
後
２
時
〜
８
時 

【
定

休

日
】
毎
週
日
曜
日 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

情
報
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
７
８
０ 

 

窓
口
で
の
本
人
確
認 

 
 

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
５
月
１
日

よ
り
法
改
正
に
伴
い
、
住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
を
取

得
す
る
際
は
窓
口
で
の
本
人
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。 

住
民
票
・
戸
籍
証
明
書
の
申
請
の
際
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
が
付
い
た
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
官
公
署

が
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可
証
、
資
格
証
明
書
な
ど

も
使
え
る
時
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
居
住
証
明
書 

 

カ
ー
ド
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
親
戚
・
友
人
・
知
人
な
ど
に
頼
ま
れ
て
、

代
理
人
と
し
て
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
窓
口
に
お
越

し
の
方
の
本
人
が
確
認
で
き
る
証
明
書
の
提
示
と
、

「委
任
状
」を
お
預
か
り
く
だ
さ
い
。 

お
顔
の
分
か
る
村
民
の
皆
様
に
、
こ
の
よ
う
な
不

便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
は
、
当
村
と
し
て
も
心
苦
し

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
国
的

な
取
り
扱
い
で
あ
り
、
皆
様
の
個
人
情
報
を
お
預
か

り
す
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

住
民
健
診
結
果
に
つ
い
て
（父
島
） 

  

昨
年
12
月
に
実
施
し
ま
し
た
住
民
健
診
の
結
果

は
村
役
場
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
結
果
報
告

書
を
取
り
に
来
て
い
な
い
方
が
い
ま
す
。 

 

健
診
は
「
受
け
た
だ
け
」
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
健
診
結
果
を
基
に
自
己
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

健
康
管
理
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
指

導
や
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
も

の
で
す
。 

結
果
報
告
書
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
お

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

                         

こどもまつり（父島） 
５月３日（土）  

午前１０時～午後12時 

おまつり広場 

(雨天の場合小中学校体育館)

村民課福祉係 2-3939 

子供の日の集い(母島) 
５月３日（土）  

午前10時～午後12時 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

母島支所 3-2111 
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軽
自
動
車
税
と
そ
の
納
付
期
限 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（賦
課
期

日
）現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
（原
動
機
付
自
転
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
成
20
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
６
月

２
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
12
日
（月
）

に
発
送
の
予
定
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て 

一
部
要
件
の
改
正 

 

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免

に
つ
い
て
、
条
例
を
一
部
改
正
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、「
身
体
や
精
神
に
障
害
を
有
す
る

方
、
ご
本
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
」
か
、「
生
計

を
同
じ
く
す
る
方
が
所
有
す
る
場
合
、
身
体
に
障
害

を
有
す
る
方
が
18
歳
未
満
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
改
正
で
、
こ
の
18
歳
未
満
と
い
う
条
件
を

削
除
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
小
笠
原
村
で
定
め
て
い
る
軽
自
動
車
の
減

免
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
該
当
と
な

る
車
両
は
村
内
で
所
有
し
、
定
置
場
も
小
笠
原
村
の

管
轄
で
登
録
し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。 

【
軽
自
動
車
の
減
免
基
準
】 

①
身
体
や
精
神
に
障
害
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な

者
（
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

者
）が
所
有
す
る
車
両 

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
普
通
自
動
車

も
含
め
て
１
台
に
限
り
ま
す
。 

次
に
定
め
る
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に
対

し
適
用
し
ま
す
。 

○
身
体
障
害
者
手
帳 

 
 
 

※
障
害
者
の
等
級
は
、
次
の
表
の
と
お
り 

                   

○
愛
の
手
帳
（療
育
手
帳
） 

総
合
判
定
が
１
度
か
ら
３
度 

○
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
（
精
神
通
院
医

療
に
係
る
自
立
支
援
医
療
費
受
給
者
に
限

り
ま
す
） 

 
 
 
 

障
害
等
級
が
１
級 

○
戦
傷
病
者
手
帳 

 
 
 
 

該
当
す
る
障
害
等
級
は
別
に
定
め
る
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

②
身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
構
造
変

更
の
な
さ
れ
た
車
両 

○
車
検
証
に
「
身
体
障
害
者
輸
送
車
」と
記
載

さ
れ
た
も
の 

○
車
椅
子
用
の
昇
降
装
置
、
固
定
装
置
な
ど
を

装
備
す
る
も
の 

○
上
肢
ま
た
は
下
肢
の
み
で
運
転
が
可
能
で

あ
る
も
の 

○
そ
の
他
、
こ
れ
に
類
す
る
構
造
上
の
変
更
を

加
え
た
も
の
、
ま
た
は
特
別
の
仕
様
で
製
造

さ
れ
た
も
の 

 

③
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
車
両 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
所
有
し
、
専
ら
当

該
法
人
の
非
営
利
事
業
に
供
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
村
長
が
認
め
る
も

の 

○
社
会
福
祉
法
人
が
自
ら
所
有
し
、
専
ら
当
該

法
人
の
本
来
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
な
ど 

 

④
生
活
保
護
受
給
者
が
所
有
す
る
車
両
、
ま
た
は

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
車
両 

【
申
請
期
限
】 

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
前
７
日
ま
で 

（
今
年
度
は
平
成
20
年
５
月
26
日
ま
で
） 

【
申
請
場
所
】
村
役
場
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
請
者
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
村
役
場
に
ご
確
認
の

上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア 

 

島
じ
ま
ん
２
０
０
８
開
催 

  

首
都
圏
の
人
々
に
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ

ア
・
島
じ
ま
ん
２
０
０
８
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
特
産
品
の
販
売
や
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。
開
催
期
間
中

に
上
京
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
31
日
（土
）、
６
月
１
日
（日
） 

 
 
 
 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

【
場
所
】
竹
芝
桟
橋
（竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

村
営
バ
ス 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
中
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、５
月
３
日
（土
）〜
５
日
（月
）の
間
、

休
日
ダ
イ
ヤ
運
行
に
加
え
て
、
次
の
便
を
増
便
し
て

運
行
し
ま
す
。 

午
前
８
時
15
分
「
村
役
場
前
」
発 

午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

午
後
１
時
30
分
「
村
役
場
前
」
発
※ 

午
後
１
時
45
分
「
小
港
海
岸
」
発
※ 

※
印
に
つ
い
て
は
、５
日
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

産
業
祭 

第
８
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭 

  

今
年
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
日
時
】
６
月
７
日
（土
）
午
後
６
時
30
分
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

※
出
場
者
、
ス
テ
ー
ジ
参
加
者
、
夜
店
出
店
を
募
集

し
ま
す
。詳
し
く
は
、掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
ま
た
は
、

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（５
月
下
旬
に
掲
示
し
ま
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
祭
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
４
月
17
日
（木
）〜
27
日
（日
） 

 

○
航
空
路
関
係
要
望
・
調
整 

 

○
小
笠
原
諸
島
40
周
年
記
念
事
業
関
係
要
望
・ 

調
整 

 

○
会
議
出
席 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の

脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
害 

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、

直
腸
ま
た
は
小
腸
の
機
能
障
害 

移
動
機
能 

上
肢
機
能 

体
幹
不
自
由 
下
肢
不
自
由 

上
肢
不
自
由 

音
声
機
能
障
害 

平
衡
機
能
障
害 

聴

覚

障

害 

視

覚

障

害 

障
害
の
区
分 

１
級
か
ら
３
級 

１
級
・
３
級
・
４
級 

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

１
級
か
ら
３
級
お
よ
び
５
級

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

３
級 

（
喉
頭
摘
出
に
よ
る
音
声
機
能
障 

害
が
あ
る
場
合
に
限
る
。） 

３
級
・
５
級 

２
級
・
３
級 

１
級
か
ら
３
級 

お
よ
び
４
級
の
１ 

障
害
の
等
級 
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父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（木
）〜
13
日
（火
） 

【
診
療
日
程
】
５
月
17
日
（土
）、
18
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「野
ネ

コ
対
策
事
業
」を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は

母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
４
０

０
頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
12
日
（月
）〜
18
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業 

  

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会
で
は
、
次

の
事
業
の
募
集
お
よ
び
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念 

パ
レ
ー
ド
参
加
グ
ル
ー
プ
募
集 

 

７
月
４
日
に
行
う
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記

念
式
典
に
先
立
ち
、
返
還
記
念
パ
レ
ー
ド
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
そ
の
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
グ
ル
ー
プ
の

募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
４
日
（金
）
午
後
３
時
〜 

【
コ
ー
ス
】
父
島
二
見
港
駐
車
場
〜
都
道
〜
海
上
自

衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

【
参
加
助
成
お
よ
び
参
加
人
数
】 

 

１
グ
ル
ー
プ
20
名
以
内 

３
万
円 

１
グ
ル
ー
プ
20
名
以
上 

５
万
円 

 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 
 

今
年
も
「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
後
日
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
28
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
募
集
》 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

《
夜
店
募
集
》 

飲
食
、
物
販
な
ど
来
場
者
の
た
め
の
出
店
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】
６
月
６
日
（金
） 

 

※
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

内地出産の支援について 
 

 島内出産につきましては、全国的な産科医の不足やそれに伴う産科病院の廃止など、出産を取り巻く環境が劇的に悪化している

状況の中、当村における出産の可能性の模索、検討を行ってきました。しかし、産科医師が確保できないこと、医療上のリスクの

解消が困難であることなどの理由から、非常に残念ではありますが、村としては「島内出産については、あきらめざるを得ない」

という結論に至りました。（村民だより３月号でご報告したとおりです。） 

 その後、直接、間接にいただいた村民の皆様のご意見や、現下の出産を取り巻く環境などを踏まえ、内地での出産や産前産後ケ

アの支援策について再検討し、その結果、今年度から支援策を以下のとおりとすることといたしました。 

 皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。 

●問合せ先 医療課診療所係 ２―３８００

村民課福祉係  ２―３９３９

  

平成２０年度以降の内地出産・産前産後ケアの支援策 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※なお、助産師の活用について、母島においては、現在、常駐の助産師体制がないため、当面、父島の助産師の可能な範囲で対応

させていただきます。また、助産師による相談は、無料で行いますので、お気軽にお声かけください。 

【専 門 診 療】①産婦人科専門診療（年６回）…………………………充実 

             ②小児科専門診療（年２回）……………………………継続 

【母 子 保 健 事 業】③母親・両親学級、育児学級、乳幼児健診、新生児訪問指導（帰島後）…充実 

（より積極的な助産師の利用による充実） 

【金 銭 的 支 援】④出産支援金（父島４０万円、母島４１万３千円）…継続（名称変更、受け取り期間の拡大） 

⑤国保出産費用一時貸付制度…………………………継続 

【紹 介 支 援】⑥宿泊可能な病院の紹介………………………………継続 

⑦出産可能な病院や内地滞在施設の情報提供………新規 

【産前・産後ケア等の支援】⑧助産師による新生児・母親訪問（産後ケア）……新規 

             ⑨助産師による診療所内での相談（随時）…………継続 

             ⑩産前・産後の保育園の受入れ期間の拡大…………新規 
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写
真
展
「
青
の
世
界
へ
」
母
島
開
催 

 
 

写
真
展
「青
の
世
界
へ
」を
次
の
と
お
り
母
島
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
５
月
17
日
（土
）ま
で 

【
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所
内 

 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
教
室
の
開
催
（母
島
） 

 
 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
教
室
を
次
の
日
程
で
実
施

い
た
し
ま
す
。皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

当
日
午
後
に
は
、
カ
ヌ
ー
競
漕
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
教
室
】 

《
日
時
》
５
月
３
日
（土
）
午
前
10
時
〜 

 

《
場
所
》
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
カ
ヌ
ー
競
漕
】 

 

《
日
時
》
５
月
３
日
（土
）
午
後
１
時
〜 

 

《
場
所
》
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

 

み
ん
な
で
楽
し
も
う
！
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催 

 

小
笠
原
の
新
た
な
文
化
に
な
り
つ
つ
あ
る
ス 

 

テ
ィ
ー
ル
パ
ン
。今
回
、プ
ロ
の
演
奏
者
が
来
島
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
掲
示
板
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
11
日
（日
） 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

【
講
師
】
松
井 

奈
都
子 

 

※
問
合
せ
先 

ボ
ニ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

２
―
３
６
４
５
（宮
部
） 

 

「
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生 

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
開
催 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
15
日
（木
）、
16
日
（金
） 

午
後
６
時
30
分
〜 

 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
17
日
（土
）
午
後
７
時
〜 

《
場
所
》
村
民
会
館 

  

詳
細
は
、
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
第
８
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（父
島
） 

 
 

返
還
40
周
年
を
契
機
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
さ
ら

に
普
及
さ
せ
、
村
民
が
気
楽
に
参
加
し
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
に
す
る
た
め
に
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
楽
し
い
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。 

 

な
お
、
参
加
チ
ー
ム
の
た
め
に
技
術
講
習
会
を
何

回
か
設
け
る
予
定
で
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
20
日
（土
） 

 

雨
天
時 

９
月
23
日
（火
） 

【
場
所
】
奥
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

【
対
象
者
】
１
チ
ー
ム 

５
〜
７
名 

 

※
申
込
み
・
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
２
―
２
１
４
０ 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
５
月
12
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集 

 

日
本
赤
十
字
社
は
全
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進

を
目
的
と
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
社
費
を

元
に
、
世
界
の
各
地
で
紛
争
に
苦
し
む
人
々
や
頻
発

す
る
災
害
の
被
災
者
に
救
援
活
動
を
行
な
う
団
体
で

す
。 小

笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
村
内
の
行
事
で
、
赤
十

字
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
テ
ン
ト
や
車
両
を 

ご
覧
に

な
っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お

り
社
費
の
募
集
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸

訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
窓
口
で

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場

母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

弟
島
の
ノ
ブ
タ
・
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除 

  

弟
島
に
生
息
す
る
ノ
ブ
タ
・
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行

い
ま
す
。
駆
除
作
業
は
、
銃
器
と
わ
な
（囲
い
わ
な
、

く
く
り
わ
な
）を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。 

 

実
施
期
間
は
、
５
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
で

す
が
、
銃
器
を
使
用
す
る
日
は
防
災
無
線
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
、
わ
な
を
設
置
す
る
場
所
に
は
注
意
喚
起

の
た
め
の
看
板
な
ど
を
立
て
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
り
、安
全
に
は
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、

弟
島
に
上
陸
す
る
際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
、
今
年
も
本
格
的

な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
観

光
業
や
漁
業
関
係
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
村
民
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
海
難
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま 

し
ょ
う
。 

海
へ
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

○
天
候
の
急
変
に
注
意
し
、
最
新
の
気
象
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
行
動
や
無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
舶
の
出
航
前
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
15
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 
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【
父
島
】 

 
《
日
時
》
５
月
16
日
（金
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
（１
階
） 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
５
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

５
月
21
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

日
商
簿
記
検
定
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
８
日
（日
） 

【
受
験
申
込
期
間
】 

４
月
17
日
（木
）〜
５
月
７
日
（木
） 

【
受
験
料
】《
４
級
》
１
６
０
０
円 

《
３
級
》
２
５
０
０
円 

《
２
級
》
４
５
０
０
円 

 
 

試
験
会
場
は
父
島
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
母

島
に
つ
い
て
も
受
験
希
望
者
が
い
る
場
合
に
会
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

【
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展 

小
笠
原
と
万
次
郎 

  

し
い
ぶ
ら
う
さ
ー B

low
s,T
here she blow

s sir! 

】 

ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生
涯
・
小
笠
原
と
の
関
わ
り

を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

《
期
間
》
５
月
５
日
（月
）ま
で
の
毎
日 

６
月
29
日
（日
）ま
で
の
入
港
中 

（
午
後
５
時
ま
で
）
開
催 

※
５
月
２
日
（金
）〜
４
日
（日
）は
午
後
９
時
ま
で 

 

◎
イ
ベ
ン
ト 

《
時
間
・
募
集
人
数
》
※
費
用
は
無
料
で
す
。 

午
後
７
時
か
ら 

先
着
30
名 

 

○
タ
コ
ノ
葉
細
工
教
室 

５
月
２
日
（金
） 

○
レ
イ
作
り
教
室 

 
 

５
月
３
日
（土
） 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 
２
―
３
０
０
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
運
航 

  

は
は
じ
ま
丸
は
５
月
19
日
（月
）か
ら
６
月
16
日

（月
）ま
で
の
間
、
中
間
検
査
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入
渠

し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸
（４
６

９
ｔ
、
定
員
90
名
）を
運
航
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
〜
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

父
島
代
理
店 

２
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
理
店 

３
―
２
３
３
１ 

５
月
の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金 

  

今
月
か
ら
、
当
月
分
の
調
整
金
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
直
接
営
業

所
（２
―
２
１
１
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

５
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、次

の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。 

 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

◎
は
は
じ
ま
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

９
１
５
０
円
（
＋
１
５
９
０
円
） 

小
人 

４
５
８
０
円
（
＋
８
０
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
５
７
０
円
（
＋
７
９
０
円
） 

小
人 

２
２
９
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

大
人 

５
９
５
０
円
（
＋
１
０
３
０
円
） 

小
人 

２
９
８
０
円
（
＋
５
２
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
９
０
８
０
円
（
＋
１
０
１
６
円
） 

《
２
等
品
》
８
５
１
３
円
（
＋
９
５
３
円
） 

《
３
等
品
》
７
９
４
５
円
（
＋
８
８
９
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

９
１
０
円
（
＋
102
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
８
６
円
（
＋
77
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
２

等
》
２
万
４
６
０
０
円
（
＋
２
０
３
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
万
２
３
１
０
円
（
＋
１
０
２
０
円
） 

《
特
２
等
》
３
万
６
９
０
０
円
（
＋
３
０
５
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
万
８
４
６
０
円
（
＋
１
５
３
０
円
） 

《
１

等
》
４
万
９
２
０
０
円
（
＋
４
０
６
０
円
） 

 
 
 

小
人 
２
万
４
６
０
０
円
（
＋
２
０
３
０
円
） 

《
特
１
等
》
５
万
６
８
９
０
円
（
＋
４
７
０
０
円
） 

 
 
 

小
人 

２
万
８
４
５
０
円
（
＋
２
３
５
０
円
） 

《
特

等
》
６
万
１
５
７
０
円
（
＋
５
０
８
０
円
） 

 
 
 

小
人 

３
万
０
７
９
０
円
（
＋
２
５
４
０
円
） 

《
２
等
（学
割
）
》１
万
９
６
９
０
円（
＋
１
６
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

３
万
６
９
１
０
円
（
＋
３
０
５
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
１
万
６
１
１
６
円
（
＋
９
１
２
円
） 

《
２
等
品
》
１
万
５
０
０
３
円
（
＋
８
４
９
円
） 

《
３
等
品
》
１
万
３
８
０
１
円
（
＋
７
８
１
円
） 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下   

１
６
１
４
円
（
＋
91
円
） 

 
    

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

１
２
０
２
円
（
＋
68
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

    

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
８
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

公
開
い
き
い
き
体
操
教
室
（父
島
） 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
の
公
開
教
室
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 
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③
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
期
間
】
５
月
８
日
（木
）、
13
日
（火
）、
15
日
（木
） 

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

  

２
―
３
９
３
９ 

 

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

 

保
育
園
年
長
、小
学
校
６
年
生
、中
学
校
１
年
生
、

高
校
３
年
生
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接

種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
個
別
に

通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
疹
風
疹
混
合

》
保
育
園
年
長
、
中
学
校
１
年
、 

高
校
３
年
生 

《
２
種
混
合
》
小
学
校
６
年
生 

【
実
施
機
関
】
小
笠
原
村
診
療
所
、
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
時
】
個
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】《
父
島
》
午
後
４
時
〜
５
時 

《
母
島
》
午
後
４
時
〜
４
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

専
門
診
療 

 

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
３
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

４
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

５
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

６
日
（火
）
午
前 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
９
日
（金
）
午
後 

10
日
（土
）
午
前
・
午
後 

11
日
（日
）
午
前 

○
秋
に
実
施
予
定
の
白
内
障
手
術
な
ど
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
新
規
処
方
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
父
島
】（
※
午
後
は
要
予
約
） 

《
日
時
》
５
月
10
日
（土
）
午
前 

11
日
（日
）
午
前 

 
 
 
 
 
  

12
日
（月
）
午
前 

 
 
 
 
 
  

13
日
（火
）
午
前 

※
午
後
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
午
後
１
時
30
分
〜

５
時
の
間
に
助
産
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
予
約
電
話
は
、
開
催
中
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
15
日
（木
）
午
前
・
午
後 

※
午
後
は
一
部
に
予
約
分
の
妊
婦
健
診
が
あ
り
ま

す
。 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
23
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

24
日
（土
）
午
前
・
午
後 

※
23
日
の
午
前
中
は
学
校
健
診
終
了
後
、
一
般
診

察
開
始
と
な
り
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
26
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

27
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

28
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

29
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

30
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

◎
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
産
科
婦
人
科
共
通 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
（母
島
８
時
30
分
）〜
11
時 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

保
健
所
専
門
医
相
談 

  

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
で
は
、
肝
臓
病
専

門
医
に
よ
る
療
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
肝
臓
病
で

治
療
中
の
方
ま
た
は
住
民
健
診
な
ど
の
結
果
で
肝
機

能
（Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
）に
つ
い
て
ご
心
配
の
あ

る
方
で
、
専
門
医
の
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、保
健
所
に
お
い
て
事
前
に
血
液
検
査
（実
費

負
担
）を
希
望
さ
れ
る
方
は
、お
申
し
込
み
時
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
５
日
（木
）
午
後
３
時
〜
４
時 

 
 
 
 
 
 
 

６
日
（金
）
午
前
９
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
７
日
（土
）
午
前
９
時
〜
11
時 

午
後
２
時
〜
４
時 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
事
前
検
査
】 

 

《
日
時
》
５
月
26
日
（月
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
限
】
５
月
22
日
（木
） 

 
 ●

申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

    
新
し
く
小
笠
原
村
の 

村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 
 

日
本
政
府
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く
「
暫

定
一
覧
表
」
に
、
自
然
遺
産
と
し
て
「
小
笠
原
諸

島
」
を
記
載
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
19
年
１

月
30
日
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

に
暫
定
リ
ス
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
 

登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
課
題

で
あ
る
外
来
種
対
策
を
進
め
、
一
定
の
成
果
と
と

も
に
、
将
来
的
に
価
値
を
維
持
で
き
る
見
通
し
を

つ
け
て
か
ら
平
成
22
年
１
月
に
推
薦
書
を
提
出

し
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
に
よ
る
審
査

を
経
て
平
成
23
年
７
月
に
登
録
と
な
る
予
定
で

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
南
に
約
１
０
０
０
㎞

離
れ
成
立
以
来
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

無
い
海
洋
島
で
、
１
８
３
０
年
ま
で
定
住
者
は
お
ら

ず
、
「無
人
島
（ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
）」と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
近
年
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
た
め

に
海
洋
島
の
生
態
系
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
生
物
は
種
の
起
源
が
多

様
で
あ
り
、
独
自
の
進
化
の
過
程
で
、
多
く
の
固

有
種
を
生
み
出
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
多
く
が
絶

滅
を
免
れ
現
存
し
、
今
な
お
進
行
中
の
進
化
の
過

程
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
規
模
が
小

さ
い
う
え
に
競
争
が
少
な
い
た
め
非
常
に
壊
れ
や

す
く
、
環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
と
て

も
脆
弱
で
す
。
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
植

物
の
ほ
か
、
残
り
数
個
体
と
い
う
、
い
つ
絶
滅
し

て
も
不
思
議
で
な
い
ほ
ど
生
息
数
が
減
っ
て
し 

ま
っ
て
い
る
動
植
物
も
み
ら
れ
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

 
 

現
在
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「外
来
種
」の
影
響
に
よ
り

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 

外
来
種
の
新
た
な
拡
散
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
す

で
に
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
科
学
的
な
評
価

や
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
き
適
切
に
駆
除
し
て
い
く
こ

と
は
遺
産
登
録
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。 

 
 

こ
れ
ら
の
対
策
は
国
や
東
京
都
、
村
な
ど
の
行

政
機
関
が
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
村
民
１

人
１
人
が
協
力
・
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。 
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【
外
来
種
の
拡
散
防
止
に
つ
い
て
】 

○
新
た
な
外
来
種
問
題
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
、

島
外
か
ら
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
父
島
、
母
島
以
外
の
属
島
に
上
陸
す
る
場
合
は
、

荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛

れ
込
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
衣
服
に
外
来
植
物
の
種
が
つ
い
て
い
な
い

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
陸
産
貝
類
の
１
番
の
天
敵
で
あ
る
プ
ラ
ナ
リ

ア
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
島
に
行
く
場
合

は
も
ち
ろ
ん
島
内
の
移
動
時
も
靴
底
の
泥
落

と
し
や
海
水
洗
浄
を
行
い
他
の
地
域
へ
の
拡

散
を
防
ぐ
よ
う
常
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
２
回 

「
ハ
ト
の
頭
が
赤
い
ワ
ケ
」 

 

ズ
ア
カ
ア
オ
バ
ト
、
な
ん
だ
か
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を

彷
彿

ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
る
名
前
で
す
。
こ
の
鳥
は
南
西
諸
島
で

普
通
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
頭
は
全
然
赤
く
あ
り

ま
せ
ん
。 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
名
を
聞
く
と
、
な
ぜ
頭
が
赤
い
の

か
が
気
に
な
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
ズ
ア
カ
ア
オ

バ
ト
を
見
る
と
、
な
ぜ
赤
く
な
い
の
か
が
気
に
な
り

ま
す
。
実
は
こ
の
鳥
は
台
湾
に
も
分
布
し
て
お
り
、

そ
こ
で
は
確
か
に
頭
が
赤
い
の
で
す
。
こ
の
辺
に
、

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
赤
い
頭
の
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
そ
う

で
す
。 

台
湾
に
は
、
近
縁
種
の
ア
オ
バ
ト
も
生
息
し
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
は
頭
が
赤
く
な
い
以
外
は
ズ
ア
カ
ア

オ
バ
ト
そ
っ
く
り
で
、
声
も
似
て
い
ま
す
。
こ
の
二

種
の
分
布
が
重
な
っ
て
い
る
の
は
、台
湾
の
み
で
す
。

ど
う
や
ら
、
姿
の
似
た
近
縁
種
同
士
で
、
お
互
い
見

分
け
が
つ
く
よ
う
、
目
印
と
し
て
頭
が
赤
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
同
所
的
に
住
む
近
縁
の
鳥
で
は
、
姿
や
鳴

き
声
に
特
徴
的
な
違
い
が
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。 

今
の
小
笠
原
諸
島
に
は
ア
カ
ポ
ッ
ポ
以
外
の
ハ
ト

は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
以
前
は
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ラ

ス
バ
ト
と
い
う
姿
の
よ
く
似
た
ハ
ト
が
い
ま
し
た
。

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
頭
は
、
こ
の
近
縁
種
が
い
た
か
ら
こ

そ
赤
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
こ
の
ハ

ト
は
、
１
８
８
９
年
（明
治
22
年
）の
記
録
を
最
後
に

絶
滅
し
ま
し
た
が
、
こ
の
種
が
い
な
け
れ
ば
ア
カ
ポ

ッ
ポ
は
ク
ロ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
赤
い
頭
は
、
絶
滅
し
た
ハ
ト
の
残
像
な
の

で
す
。 

ち
な
み
に
、
赤
い
頭
と
い
え
ば
鶴
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
有
名
で
す
が
、
あ
れ
は
羽
毛
で
は
な
く
頭
皮
の
色

だ
っ
て
、
知
っ
て
ま
し
た
？ 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
46 

「
生
活
圏
」 

 

こ
の
４
月
に
父
島
で
確
認
さ
れ
た
個
体
識
別
番
号

＃
28
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
、
母
島
列
島
や

聟
島
列
島
と
の
間
を
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

は
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
聟
島
列
島
か
ら
母
島
列

島
に
か
け
て
の
海
域
内
に
定
住
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

伊
豆
諸
島
の
御
蔵
島
に
も
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
が
生
息
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
御
蔵
島
の
周
辺

に
定
住
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
数
な
が

ら
他
の
伊
豆
諸
島
や
関
東
地
方
の
沿
岸
に
移
動
が
確

認
さ
れ
た
個
体
も
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に
千
葉
県
鴨

川
で
保
護
さ
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
、
御

蔵
島
で
個
体
識
別
さ
れ
て
い
た
個
体
だ
っ
た
そ
う
で

す
。 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
分
布
は
外
洋
域
が
障

壁
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
岸
域
内
に
限
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
新
た
な
生
息

地
へ
移
動
す
る
個
体
も
い
る
よ
う
で
す
。
小
笠
原
で

は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
海
原
に
繰
り

出
す
冒
険
者
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
83 

 

―
「
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生
を
考
え
る 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催 

― 
 
 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
５

月
15
日
〜
17
日
に
「ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

―
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、

40
年
を
振
り
返
っ
て
― 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
海
洋

セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
こ
の
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
日
本
最
大
の
繁
殖
地
で
あ
る
小

笠
原
諸
島
で
は
、
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用
と
し

て
利
用
し
、
そ
の
資
源
個
体
数
は
明
治
期
の
乱
獲
に

よ
っ
て
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の

資
源
個
体
数
に
少
し
ず
つ
回
復
の
き
ざ
し
が
み
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、
調
査
に
よ
り
分
か
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
の
よ
う
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
水
産
資
源
と
し
て
利

用
し
な
が
ら
、
そ
の
個
体
数
が
増
え
て
き
て
い
る
地

域
は
、
世
界
的
に
み
て
も
数
少
な
い
場
所
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
体
数
の
増
加
と
と
も
に
、
人

間
の
生
活
圏
に
隣
接
す
る
大
村
海
海
岸
に
も
、
近
年

た
く
さ
ん
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
上
陸
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
産
卵
上
陸
数
の
増
加
と
並
行

し
て
、
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
と
人
間
と
の
接
触
に
よ

り
、
産
卵
で
き
ず
に
帰
海
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
で
は
、
２
０
０
７
年
に
世
界
自
然
遺
産
の

候
補
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
登
録

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

産
卵
上
陸
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
人
間
の
接
触
に
関

し
て
は
、
な
ん
の
手
立
て
も
な
い
の
が
現
状
で
す
。

１
９
９
３
年
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
鹿
児

島
県
の
屋
久
島
で
は
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
環
境
並
び
に
ふ
化
に
対
し
て
深
刻
な

影
響
が
で
て
い
ま
す
。 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国
内
外
で
ウ
ミ
ガ

メ
の
研
究
、
保
護
活
動
に
携
わ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
を
迎

え
、ウ
ミ
ガ
メ
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
講
演
や
、

２
０
０
７
年
夏
に
村
民
の
皆
様
を
対
象
に
実
施
し
た

「
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
ま
す
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
に
よ
り
、

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
光
資
源
お
よ
び
水
産
資
源
と
し

て
生
か
そ
う
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
る
中
、
小
笠
原

の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
私
た
ち
と
の
「
共
生
」
に
つ
い

て
、
是
非
、
村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 ※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、『
小
笠
原
諸
島
返
還

40
周
年
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

第
８
号
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

夜
間
、
海
岸
に
行
か
れ
る
方
は
、
ご
留
意
く
だ
さ

い
。
も
し
、
産
卵
上
陸
し
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
遭
遇

し
た
場
合
は
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
に
入
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
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5月に入り、初夏の日差しがまぶしくなってきました。 

さて、ここで福祉係から予防接種について連絡があるそうです。 

福祉係：こんにちは、福祉係です。保育園年長、小学校6年生、中学校1年生、高校3年生の

お子さまの保護者の方にお知らせです。今年度から、中学1年生と高校3年生のお子さままで、

定期の予防接種が拡大されました。また引き続き、保育園年長さん、小学校 6 年生のお子さま

にも予防接種を実施いたします。詳細は今月中に個別に通知しますので、ご確認ください。 

ストレスがたまるのを防ぐ食べ物とは 

 

 
イライラには・・・ 

・カルシウム：カルシウムが不足すると、ささいなことでもすぐにイライラ

してしまいます。（牛乳・チーズ・干しえび・しらす干し・いわしなど） 

・ビタミン D：カルシウムの吸収を助けます。（魚類、きのこ類など） 

・マグネシウム：カルシウムの体内での働きを調整します。（アーモンド、

カシューナッツ、大豆、落花生、干しひじき、納豆など） 

・ビタミン、ミネラル：ストレスがたまるとビタミン、ミネラルの消費も多

くなります。野菜や果物を積極的に食べましょう。 

リラックスには・・・ 

神経をリラックスさせる作用：タマネギ、ニラ、しそ、レタス、ごま 

神経を静める作用：くるみ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 ９９ 号 ― 

村民課福祉係 

２―３９３９ 

クジラの伝言板 

 

春は「新」がたくさんつく季節です。新学期、新入生、新社会人・・・。新しい環境や初めての体験にワクワク・

ドキドキしますが、知らず知らずのうちに心や体に負担が掛かってしまいます。4 月、新しい生活にいち早く慣

れることや友達づくり、好奇心や期待で胸がいっぱいだったのに対して、5 月に入るとこれらがストレスという

形になって現れてくることがあります。 

5 月病を吹っ飛ばせ！！！ 

こんな症状ありませんか？ 

体の症状 

・疲れやすい    ・不眠 

・朝起きられない  ・動悸 

・食欲がわかない 

・頭痛／腹痛／便秘 

心の症状 

・やる気が出ない 

・イライラする 

・なんとなく落ち込んでいる 

・何をするのも面倒でおっくう 

・興味、関心がわかない 

・思考力、判断力が持てない 

・不安や焦りを感じる 

3月号で適度なストレスは毎日の生活に張りを 

与えるため必要であるとお話しました。しかし、ストレス

は発散しないとどんどん蓄積されていきます。スポーツや

音楽を聴くなど、自分にあったストレス解消法を見つけま

しょう。また、新しいものにチャレンジすることで生活に

刺激を与え、生活の活性化を心がけましょう。 

ストレス 

イラ 

イラ 
イラ 

イラ 

ストレス解消

といっても、食

べ過ぎ、お酒の

飲みすぎなど

は逆効果だよ。

十分な睡眠 

ストレス 

気分転換 



東京三弁護士会による法律相談（父島）

定期予防接種

タコノ葉細工教室 父島動物巡回診療（～18）

ウミガメとの共生を考えるシンポジウム（母島）

眼科専門診療（父島 ～6） 遊漁船業務主任者講習会（母島）

こどもまつり（父島） 高校図書館開放

子供の日の集い（母島）

アウトリガーカヌー教室・競漕（母島） 出港日

レイ作り教室

高校図書館開放

入港日　　　（※大島寄港便）

保健所専門医相談申込締切

乳幼児健診・歯科健診（父島）

公開いきいき体操教室（父島 13、15） 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～24）

電話による無料法律相談

入港日

眼科専門診療（母島 ～11） 高校図書館開放

硫黄島訪島事業参加申込締切

産科婦人科専門診療（父島 ～13） 出港日

高校図書館開放

スティールパン・ワークショップ（父島） 耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～30）

軽自動車税減免申請申込締切

出港日 父島ノヤギ駆除

野ネコ対策事業（～18）

母島巡回労働相談

父島動物巡回診療申込締切

入港日

入港日

産科婦人科専門診療（母島）

ウミガメとの共生を考えるシンポジウム（父島 ～16）

遊漁船業務主任者講習会（父島） 島じまん２００８（～6/1）

東京三弁護士会による法律相談（母島） 高校図書館開放

火

28 水

31 土

29 木

30 金

水

23 金

24 土

25 日

26 月

27

10 土

11

15 木

12 月

13 火

14

6 火

月

日

7 水

8 木

9 金

土

4 日

5

日付 曜日 行　事　予　定

21

20

1 木

2 金

3

16

22 木

行　事　予　定日付 曜日

水

火

金

19 月

17 土

18 日

入・出港日

みどりの日

こどもの日

振替休日

入・出港日

憲法記念日


